
コミュニティ・スクールたより  令和６年７月発行 

ＣＣＣＳＳＳたより      12号 

                     コミュニティ ・ スクール 

 
 
 
 
 
 
 

 ７月に入りました。暑い日々が続きますが体調に留意され、日々健やかに過ごされていることかと思

います。さて、12号は、ふるさと科で行われた体験学習について掲載いたします。今回は、小学校と

中学校の学習を一つずつご紹介いたします。 

 

今年は、やさいの苗に挑戦！ 
  

 ２校の小学２年生が「ふるさと科・生活科」で学ぶ「やさいの苗を植えよう」の学習を行いました。

苗植えの指導に、町内の宇田種苗店 店主 宇田 晴彦 さんに来ていただきました。子供たちとの 

やりとりの中で、苗の植え方や育て方、また、子供たちが抱いている疑問に答えてもらいました。 

 この学習では、自分自身で選んだ苗を収穫まで心をこめて育てていきます。栽培には、１年時に栽培

したアサガオの学習が活かされます。子供たちの記憶には、一粒の種から次々とアサガオのすてきな花

が咲いていく姿が思い浮かんでいるものと思います。それを受け、今年は、やさいの苗を植えます。苗

は、ピーマン、ミニトマト、なす、キュウリ、パプリカ、枝豆などです。これらは、子供たちが自分自

身で選んだものです。これから、育てる中でいろいろなことを考えたり、思ったりしていくことでしょ

う。そこには、理科的なねらいや社会科的なねらいの他に、道徳科的なねらいなども含まれていきます。

大切なことがたくさん詰まっている学習です。 

 

   

 

 

 

 

 

 

※ その他にもいくつかの質問が子供たちから出てきました。宇田さんは、子供たちの顔を見ながら、言葉を選んで話し

てくださいました。 

○ 苗植えに一生懸命な子供たちに「大きな実がなったらいいね。実がなったらどうするの？」と聞いてみました。 

 ・お父さんとお母さんに見せて、食べてもらう。きっと、おいしいと言ってくれるよ。 

 ・食べないで、大事にとっておくことにするよ。だって、ぼくの宝物だもの。 

 ・苗に、よく頑張ったねと言ってあげるよ。 など  

子供たちの気持ちが、伝わってきてうれしくなりました。 

５月１５日 さみさと小学校 ５月１７日 あさひ野小学校 

子供たちからの質問（Ｑ＝質問） 

Ｑ：どうやって、植えるのですか？ 

Ｑ：水は、いつやればいいのですか？ 

Ｑ：肥料は、何をやればいいですか？ 

（アサガオの栽培に使った鉢に植えている） 

宇田さんからの助言（Ａ＝回答） 

Ａ：指２本で茎をはさんで、こうやって逆さにして植えます。

（実演）その後、子供と一緒に植える） 

Ａ：水は、毎朝やります。人間と同じで、朝やると元気がで

て、少しずつ大きくなっていきますよ。 

Ａ：これ（宇田さんが用意した肥料）は、肥料です。先生の

お話をきいた上で、少しまいてやるといいよ。 



働くとは？ 
  

 中学２年生の子供たちが、６月１８日（火）にニットービバレッジと渡辺功機を見学しました。翌日

の１９日（水）には、「働くって、どういうこと？」「なぜ、働くの？」ということについて、小川建設

工業株式会社 管理本部長 門口 光夫 さん、株式会社渡辺功機 ＡＬ事業部 事業部長 九里 

圭 さん、ＦＡ製造部 部長 濱木 勝弘 さん、株式会社Ｄ-Ｆactory 代表取締役 社長 土居 

年明 さんの４人からお話を聞きました。 

まず、最初に「会社では、①高品質、②低コスト（低価格）、③

短納期（短い期日で納める）を厳守している。これを守ることで

取引をしている会社と厚い信頼関係を結ぶことができ、利益をあ

げることができる。」ということを話されました。 

子供たちからは、次のような質問がありました。 

Ｑ：働いていて、やりがいは何ですか？ 

Ａ：日本有数の会社と取引をし、自分たちの技術が認められた 

とき。「努力してよかった」と感じる。  

 Ｑ：仕事に必要な勉強は、何ですか？ 

 Ａ：国語、英語、数学、理科、社会。今、皆さんが、勉強している教科です。（前述の①高品質、②

低コスト（低価格）、③短納期（短い期日で納める）にあてはめて、具体的に説明。） 

 その上で、次の言葉を子供たちに届けてくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子供たちは９月10日（火）～13日（金）まで「１４歳の挑戦」を行います。引き受けてくださる

朝日町内の22箇所の事業所を紹介します。 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 朝日町漁業協同組合 12 さくら保育園 

２ （有）クリーンみず穂 13 Ｃａｆｅ勘助 

３ （有）サンライス青木 14 特別養護老人ホーム 有磯苑 

４ 朝日町図書館 15 介護老人保健施設 つるさんかめさん 

５ 朝日町役場 16 朝日電子（株） 

６ 新川地域消防組合朝日消防署 17 まめなけ市場 

７ ふるさと美術館 18 あさひふるさと創造社 らくち～の 

８ 朝日町社会福祉協議会 19 グリル松 

９ （株）北陸銀行 20 寺田美容室 

10 ひまわり保育園 21 （有）テイスト 

11 いちご保育園 22 （株）大阪屋ショップ アスカ店 

地域学校協働本部 （朝日町教育センター内）  山崎 

電話 ：０９０－７１８０－９１７９ 

FAX ：（０７６５）８３－０２７９        

Email ：asahi.chiikigakkoukyoudouhonbu@gmail.com 

次回は、第１回学校運営協

議会の様子をお伝えいた

します。 

６月１９日 朝日中学校 

・中学２年は、人生の中で一番大切な時期。ここをおろそかにすると、将来の職業選択の範囲を狭

めてしてしまう。 

・職業によって必要な知識は違う。だからこそ、今、広く勉強をして職業選択の範囲を広くしてお

くことが大事。今、私はものをつくることが好きだと言える。それが今の職業についている理由。

今までしてきた勉強が役にたっていると思う。 

・何かするとき、自分自身が強く望まないと、何も生まれない。しかし、やってみて成果がでな

いときもある。それでも、あきらめないでほしい。そこからもう一度、振り返って、再度挑戦

してほしい。決して遅くない。それを覚えていてほしい。 

まって、

いるよ 


